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約528億円の
　 一般会計予算がスタート

前年度比　プラス57憶円　12.1％増　過去最大規模の予算編成を行いました。

令和
7年度
予算

民が主体のまちづくり市
ふじみ野市誕生20周年記念事業

ふじみ野市誕生 20周年の記念事業として第九
の合唱を市民の皆さんと協働で実施するほか、各
種団体へも記念事業実施の補助を行い、市全体で
20周年を祝い市民の一体感を醸成します。

タウンミーティングの開催

市長就任以来、政治信念として毎年タウンミー
ティングを開催してきました。今年度も引き続き
開催し、市民の皆さんの声を直接お聴きして政策
に反映させるほか、様々な情報を発信していきま
す。

タウンミーティングの様子

自治組織の運営及び活動支援

自治組織の加入促進、デジタル化の促進など
様々な活動に補助を行います。なお、今年度は
20 周年記念として地域でのイベントなどに対し
て補助を拡充します。

ステラ・イーストホール棟工事中の様子

客席付近工事中の様子

文化施設の整備

順次、文化施設の建替えや改修を行い、ステラ・
イースト多目的棟、ステラ・ウエストの整備が完
了しました。現在、ステラ・イーストホール棟の
完成に向け整備を進めています。また、二つの資
料館を統合し市の歴史・文化を学ぶ新たな博物館
の整備を行います。

企業誘致の推進

国道 254 号バイパス沿道地区の企業誘致につ
いては、民間開発により東側区域の工事が完了し、
現在残りの西側区域の工事が進められています。
この整備においては市の補助金により大規模な調
整池を整備し浸水被害の軽減対策も図っていま
す。更なる企業誘致を推進し、自主財源の確保と
雇用の創出を図りまちの活性化を図ります。

令和７年度の一般会計の予算規模は、527億 6,694万６千円で前年度当初予算と比較してプラス12.1%、

56億 9,656万６千円の増額となり、過去最大規模の予算となりました。

昨年は能登半島地震が発生し、被災地では現在も厳しい状況が続いています。本年２月には岩手県大船渡

市で山林火災が発生し、焼失面積は平成以降で最大規模となってしまいました。被災地の一日も早い復旧復興

をお祈りいたします。また、県内では八潮市において下水

道管の破損に起因する道路陥没事故が発生し、所沢市では

上水道管の破損事故が発生するなど、今後、老朽化したイ

ンフラの整備が大きな課題となります。

さて、本年はいわゆる2025年問題と言われる年です。少

子化、そして超高齢化が進行する中で、我が国においては

法律や制度の改正をはじめ将来に向けてしっかりと備えて

いかなくてはなりません。ふじみ野市においても課題は山

積しています。その一つひとつをしっかりと成し遂げなけ

ればなりません。現在、埼玉県市長会から全国市長会の評

議員として活動させていただいておりますが、このたび15

市で構成されている埼玉県西部ブロック市長会議において

会長に選任いただき、４月11日に開催された埼玉県市長会

の総会において、西部ブロックの代表として埼玉県市長会

の副会長に就任いたしました。これまで以上に国や県に対

して力強く提言し、ふじみ野市、そして埼玉県の発展に向

けて全力で取り組んでまいります。

全国市長会での座談会（千代田区 全国都市会館）

経営戦略会議（市役所）
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もが健やかに暮らせるまちづくり誰
帯状疱疹ワクチン予防接種費用の助成

これまで高齢者のインフルエンザや肺炎球菌の
ワクチン接種費用の助成を行ってきましたが、帯
状疱疹の発症防止、重症化リスクを抑えるため、
ワクチン接種費用の助成を新たに行います。

地域密着型高齢者福祉施設の整備

認知症高齢者が住
み慣れた居宅での生
活が継続できるよ
う、市が支援するた
め、認知症対応型デ
イサービスセンター
の整備に要する費用
の補助を行います。

サポートタクシー

循環ワゴン

お出かけサポートタクシーと循環ワゴンの運行

高齢者、障がい者、妊産婦などに対しタクシー
の利用料金の一部を助成し、外出時の交通集団手
段を確保します。併せて誰でも利用できる市内循
環ワゴン「ふじみん号」も便数の拡充とコース見
直しにより利便性の向上を図りました。外出機会
の更なる創出を目指します。

力と活力にあふれるまちづくり魅
体育館のエアコン設置と野球場の改修

熱中症予防運動指数が年々高まる中、安全・安
心にスポーツを楽しむ環境を整備するため、体育
館にエアコンを設置します。また、老朽化した運
動公園野球場も人工芝の敷設やスコアボードの更
新など全面的に改修を行います。

上福岡駅東口駅前広場の整備

東口駅前広場は、関係機関や地権者のご協力の
もと整備を進めて来ました。駅舎と接続する歩道
橋も整備し交通安全対策も図りました。引き続き
地権者の合意形成に努め、計画面積全体の整備に
取り組みます。

心・安全のまちづくり安
防災対策の向上

防災情報システムの導入により災害対策本部機
能の強化を図りました。併せて、地域防災拠点と
の連携を強化しました。さらに、今年度はトイレ
トレーラーの導入に併せて備蓄品の充実を図りま
す。また地域の防災力の強化を図るため引き続き
自主防災組織への補助を行います。

防災情報システム

浸水被害対策

台風・豪雨による浸水被害対策として、川崎地区
の調整池整備を引き続き行い早期完成を目指しま
す。併せて雨水貯留浸透施設などの整備も行います。

川崎調整池工事中の様子

スマートエネルギー導入の促進

「ふじみ野市ゼロカーボンシティ宣言」による
2050 年カーボンニュートラルの実現に向け、住
宅用スマートエネルギーシステムの設置や電気自
動車などの購入に対し補助を行います。

ども優先のまちづくり子
小中学校の大規模改造工事を継続

児童・生徒の学習環境の充実と教育環境の向上
のため、計画的に学校施設の大規模改造工事を行
います。今年度は、大井東・福岡・花ノ木中学校
の工事と東原小学校の設計を行います。

学校訪問の様子

民間保育園などの運営支援

待機児童ゼロの継続と民間保育園の健全な運営と
質の高い保育を図るため、引き続き物価高騰対策や
保育士確保対策などの補助や運営支援を行います。

文化芸術・スポーツ活動の地域支援

中学生の部活動において継続して文化芸術・ス
ポーツ活動が楽しめるよう新たな機会の提供やス
キルの向上を目的に地域で活動を行っている関係
団体等と連携し部活動を支援します。

子どもの学習支援と進路選択支援

塾などに通えない生活困窮世帯の中高生等の学
習支援教室を継続するほか、今年度から新たに生
活保護世帯の子どもや保護者に対し教育分野の知
識・経験を有する者が相談に応じながら情報提供
とアドバイスを行います。

総合的な相談窓口の設置

複雑・多様化する相談に対応するため、弁護士・
司法書士・税理士をはじめ各専門相談員などによ
る法的な手続き、トラブル、日常生活の悩み事な
ど各種専門相談を引き続き実施するほか、今年度
から新たに社会保険労務士による年金や労働関係
などの専門相談を実施します。

ひとり親家庭の総合支援

ひとり親家庭の自立支援のため、看護師や保育
士などその他各種就労に繋がる資格取得活動など
について、給付金による支援を行います。加えて
今年度から就労・自立支援のための相談や、自立
に向けたプログラム策定に取り組みひとり親家庭
の支援を行います。


